
本
会
の
活
動
か
ら

を
受
け
入
れ
た
。
実
習
当
日
に
は
、
労
働
衛
生
機
関
に
お

け
る
保
健
師
の
活
動
や
保
健
指
導
室
の
工
夫
な
ど
の
講
義

を
行
っ
た
。

　

実
習
に
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
労
働
衛
生
機
関
の

保
健
師
は
、
一
度
の
支
援
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
象
者
の
ニ

ー
ズ
を
捉
え
、
対
象
者
に
合
っ
た
健
康
増
進
支
援
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

本
会
は
毎
年
、
東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の
養
護
教

諭
養
成
課
程
の
学
生
を
対
象
と
し
た
実
習
に
協
力
し
て
い

る
。
今
年
は
、
８
月
２
日
に
両
大
学
合
同
で
５
回
目
の
実

習
を
実
施
。
東
洋
大
学
か
ら
17
人
、
帝
京
短
期
大
学
か
ら

２
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
保
健
事
業
や
学
校

健
診
Q
＆
A
な
ど
の
説
明
を
行
い
、
午
後
の
部
で
は
、
臨

床
検
査
技
師
立
ち
会
い
の
下
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心

電
図
検
査
、
側
弯
症
検
査
な
ど
の
見
学
を
行
っ
た
。

　

実
際
に
検
査
機
器
に
触
れ
、
検
査
を
体
験
し
た
学
生
か

ら
は
、「
検
査
の
こ
と
を
理
解
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
目

線
で
の
声
か
け
の
必
要
性
を
感
じ
た
。
子
ど
も
た
ち
へ
の

声
か
け
に
活
か
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
本

会
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
第
１
回
全
国
運
営
会
議
（
主
催　

予
防
医

学
事
業
中
央
会
）
が
７
月
18
日
、
東
京
都
新
宿
区
で
催
さ

れ
、
全
国
32
支
部
よ
り
約
80
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
会
議

は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
都
府
県
支
部
の
役
員
、
幹

部
職
員
を
対
象
に
年
２
回
開
催
さ
れ
、
予
防
医
学
事
業
に

関
す
る
今
後
の
展
開
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
る
。

本
会
か
ら
は
、
専
務
理
事
の
前
田
秀
喜
、
理
事
の
阿
部
勝

已
、
矢
島
晴
美
、
黒
田
聡
史
が
参
加
し
た
。

　

第
41
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
（
主
催　

予
防
医
学
事

業
中
央
会
、
一
般
財
団
法
人
広
島
県
環
境
保
健
協
会
）
が

８
月
22
～
23
日
、
広
島
県
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
。
予
防

医
学
事
業
中
央
会
の
都
府
県
支
部
で
健
康
診
断
の
事
務
を

担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
集
う
こ
の
研
修
会
に
は
、
全
国
の

都
府
県
支
部
か
ら
約
90
人
が
参
加
。
本
会
か
ら
は
、
分
科

会
の
進
行
役
も
務
め
た
デ
ー
タ
管
理
部
長
の
上
村
篤
弘
、

デ
ー
タ
管
理
部
の
職
員
２
人
、
シ
ス
テ
ム
管
理
部
の
職
員

１
人
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
策
等
に

つ
い
て
の
全
体
討
議
が
行
わ
れ
た
他
、
分
科
会
で
は
、
情

報
処
理
分
野
、
成
績
処
理
分
野
（
職
域
健
診
・
施
設
健
診

　

東
京
都
島
し
ょ
部
の
住
民
を
対
象
と
し
た
今
年
度
の
が

ん
検
診
の
う
ち
、
神
津
島
村
の
肺
が
ん
・
結
核
検
診
が
神

津
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
９
月
５
～
７
日
に
行
わ
れ
、

本
会
が
協
力
し
た
。

　

本
会
で
は
毎
年
、
東
京
工
科
大
学
が
行
う
統
合
看
護
実

習
に
協
力
し
て
い
る
。
今
年
も
７
月
24
日
に
６
人
の
学
生

東
京
都
島
し
ょ
部
の
が
ん
検
診
に
協
力

東
京
工
科
大
学
の
学
生
の
現
場
実
習
に
協
力　

東
洋
大
学
と
帝
京
短
期
大
学
の
学
生
の

実
習
に
協
力　

予
防
医
学
事
業
中
央
会

第
41
回
全
国
情
報
統
計
研
修
会
に
参
加

予
防
医
学
事
業
中
央
会

令
和
６
年
度
第
１
回
全
国
運
営
会
議
に
参
加

人
間
ド
ッ
ク
・
地
域
健
診
）
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

第
１
６
２
回
市
ヶ
谷
超
音
波
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
７
月

26
日
、本
会
に
て
開
催
し
た
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

国
立
病
院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー
の
水
口
安
則
医
師
を

講
師
に
招
き
、
超
音
波
診
断
精
度
の
向
上
お
よ
び
本
会
超

音
波
技
師
の
高
度
な
知
識
、
さ
ら
な
る
技
能
向
上
を
目
指

し
て
、
隔
月
に
実
施
し
て
い
る
。
本
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
み

で
な
く
、他
施
設
に
も
勉
強
の
場
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、

今
回
は
35
人
が
参
加
し
た
。

●
第
60
回
日
本
小
児
循
環
器
学
会
総
会
・
学
術
集
会
が
７

月
11
～
13
日
、「
誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
小
児
循
環
器
学
」

を
テ
ー
マ
に
福
岡
県
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
の
阿
部

勝
已
の
他
、
健
診
事
業
部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

●
第
66
回
日
本
婦
人
科
腫
瘍
学
会
学
術
講
演
会
が
７
月
18

～
20
日
、「N

ext innovation tow
ard paradigm

 shift

」

を
テ
ー
マ
に
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
、
理
事
長

の
久
布
白
兼
行
が
参
加
し
た
。

●
第
49
回
日
本
超
音
波
検
査
学
会
学
術
集
会
が
７
月
19
～

21
日
、「Change Challenge Chance

」
を
テ
ー
マ
に

宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
、
検
診
検
査
部
長
の
神
宮
字

広
明
、
検
診
検
査
部
の
職
員
２
人
が
参
加
し
た
。

●
第
51
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
学
術
集
会
が

８
月
23
～
24
日
に
「
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
新

時
代
へ
」
を
テ
ー
マ
に
熊
本
県
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
、
母

子
保
健
検
査
部
小
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
の
職
員
３
人
が

参
加
し
た
。
こ
の
う
ち
、
同
科
の
石
毛
信
之
は
、「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
１　

新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
標
準
化
と
精

度
管
理
」
の
座
長
を
務
め
た
他
、「
拡
大
新
生
児
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
お
け
る
適
切
な
外
部
精
度
管
理
の
あ
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

●
第
31
回
日
本
産
業
精
神
保
健
学
会
が
８
月
24
～
25
日
に

「
A
Ｉ
時
代
と
産
業
精
神
保
健
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
～

産
業
医
学
の
聖
地
か
ら
の
発
信
～
」
を
テ
ー
マ
に
福
岡
県

北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
、
健
康
増
進
部
の
職
員
１
人
が
参

加
し
た
。

●
第
65
回
日
本
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
医
療
学
会
学
術
大
会

が
９
月
６
～
７
日
に
「
明
日
か
ら
の
未
来
へ
、
人
生
を
支

え
る
健
診
」を
テ
ー
マ
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
、

理
事
長
の
久
布
白
兼
行
、
健
診
事
業
部
長
の
廣
瀬
篤
史
、

施
設
健
診
事
業
部
の
職
員
３
人
、
検
診
検
査
部
の
職
員
３

人
、
消
化
器
診
断
部
長
の
川
崎
成
郎
、
健
康
増
進
部
長
の

加
藤
京
子
の
他
、健
康
増
進
部
の
職
員
１
人
が
参
加
し
た
。

　

全
国
労
働
衛
生
団
体
連
合
会
（
全
衛
連
）
は
、
主
に
労

働
衛
生
機
関
が
会
員
と
な
り
、
検
査
技
術
や
保
健
指
導
技

術
等
の
向
上
を
図
り
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
、
国

民
保
健
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
で
あ
る
。

　

全
衛
連
で
は
、
毎
年
会
員
施
設
に
お
い
て
業
務
に
精
励

し
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
者
に
功
績
賞
、
奨
励
賞

を
贈
っ
て
い
る
。
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
６
年
度

定
時
総
会
で
今
年
度
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
会
の
母
子
保

健
検
査
部
の
職
員
１
人
が
功
績
賞
を
、
検
診
検
査
部
と
母

子
保
健
検
査
部
の
職
員
２
人
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

学
術
集
会
への
参
加
等

本
会
の
職
員
が
全
衛
連
の
功
績
賞
、

奨
励
賞
を
受
賞

市
ヶ
谷
超
音
波
カ
ン
フ
ァレン
ス
の
開
催

第 3 1 4 回 ヘ ル ス ケ ア 研 修 会 の ご 案 内
「ヘルスケア研修会」は、産業医や保健師、看護師など産業保健に携わる方々の日々の健康管理の
実践に役立つテーマを取り上げ、第一線で取り組んでいる専門家を講師に迎え、実施する研修会です。

第314回は、「メタボリックドミノ」概念の提唱者として知られる伊藤裕氏をお招きして、
「メタボリックドミノと幸福寿命」をテーマに開催します。

●詳細・申し込みは、本会健康管理コンサルタントセンターの
　ホームページよりご確認ください。
　https://www.yobouigaku-tokyo.or.jp/healthcare_cc/next.html
●問い合わせ：健康管理コンサルタントセンター事務局　 03-6265-0145

テーマ「メタボリックドミノと幸福寿命」
●講師：伊藤 裕氏　
　慶應義塾大学予防医療センター 特任教授

●会場：ルーテル市ヶ谷ホール（東京都新宿区）

●現地開催：2025年１月24日（金）
	 14時〜15時30分
●オンデマンド配信：2025年３月17日～６月16日

●現地開催定員：200人　
　※オンデマンド配信は定員なし
●参加費・聴講料：無料
●現地開催申込期間：2024年11月１日～12月20日
　※定員になり次第、受付を終了させていただきます。
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